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水星の臆磐年
　地球から見てみて，水星の四坐週期は約4ケ月（精しくは116日）であるから
今1943年も亦ほN“3［B］ばかり・袴の星となり・又暁の星となる・帥ち・
　（1）年初から一月下旬まで賓の星，（2）二月上旬から四月初めまで曉の星
　（3）四月上句から五月下旬まで賓の星，（4）六月初めから七月末まで曉の星
　（5）八月初めから九月下旬まで宵の星，（6）九月末から十一月上旬まで曖の
　　　星
　（7）十一月中旬から年末まで宵の星，
となる．翌1944年の二月初めからは曉天に現はれることになる．
水星の観測を，日出前や日没後の，低い室に行ふことは甚だ奮式なやり方で
あって，現今・は，むしろ，白書に水星面を襯察すべきであるが，それにして
も，やはり，太陽からの離角の大きい時磯を選ぶのが宜V・．從って，今1943年
に於いて，水星面面察の好機は，一月初め，二月中頃から月末まで，五月初め，
六月の中下旬，八月末，十月上牟，：及び十二月末である．
1943年　水星の圭要な硯象
1月10日0時：極大離角（東へ19。1α）
　13日6時＝昇交鮎を通過す
　16日23時：赤経停留
　17日21時：近日黙を通過す
　25　N工7時；下畑
　28日4時1日心極北黄緯
2月6日17時：赤経停留
　19日10時：極大離角（西へ26。25！）
　20日15時：降交黙を通過す
3月2日21時＝七日黙を通過す
　23日5時＝日心極南黄緯
4月5日6時：融合
　11日6時：昇交穐を蓮過す
　15日20時…：近日黙を通過す
　26日　3時：　日心・南亟珂ヒ黄1緯
5月1日17時：極大離角（東へ20。257）
　12日19時：赤経停留
　19日14時：降弩弓を蓮過す
　24日1Ufe：下民
　29日201痔＝遠日黒［ヒを通過す
6月6日2痔：赤纒停留
　19日41｛寺：日心・旋亟南黄緯
　19日16時：極大離角（西へ20。30’）
7月8日5時：昇交黙を通過す
　　12日21時：近日黙をi通過す
　　19E］．　OIP，ii：　上合
　　23日　3「壬寺…：　日Jじ・極耳ヒ黄緯
8．月15日ユ3時：降交黒占を通過す
　　25日19i痔：遠日当を通過す
　　29日13時：極大離角（束へ27。10’）
9月12日7時：赤経停留
　　15日　4il寺…：　日心・極量黄縄
　　25日14蒔：引合
10月4日4蒔：昇交鮎を蓮過す
　　4日17時：赤経停留
　　8日19時：近日鮎をi通過す
　　11日0時：極大離角（西へ17。55J）
　　工9日　2時三：　Er’己・極ゴ巳黄緯
11月11日9時：土合
　　11日12時：降交黒iヒを通過す
　　21日20時：遠日曝占を通過す
12月f2日3時：日心日南黄緯：
　　24日7時：極大離角（束へ17。α）
　　31日3時：昇交羽な通過す
　　31日21時：赤経停留
